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認知症に関する活動計画（概要）

岐阜県作業療法士会では，平成26年度より地域リハ推進部内に認知症対策
推進委員会を設置し，地方局と協力し各地区への認知症推進委員の配置した．
平成27年度からは，①認知症リハビリテーション専門職の人材育成②認知
症リハビリテーション専門職の地域派遣体制の構築を中心として活動を進め
ています．①に対して県士会主催の研修会，②に対して３士会合同事業とし
て，岐阜県介護予防事業推進リーダー研修会を９年続けて行っており，岐阜
県作業療法士会においては，認知症予防と関り方についての研修会を進め，
人材育成とリーダー育成、認知症初期集中支援チームへの参画できるように
活動を行っている．

今年度より、認知症アップデート研修会を終
了させ、新たな研修会内容として、岐阜県独自
の認知症研修会をフレイル予防を含めた内容も
織り交ぜ、岐阜県補助金事業の枠で開催してい
くこととなりました。年に３回（90分×２）の
研修会を行い、急性期～地域までの各領域での
認知症対応について、切れ目ないかかわり方を
事例を通して学んでいくことにした。参加者も
作業療法士だけでなく多職種の関わりが必要と
なるため、地域包括支援センターにも案内をし
た。開催は９月・10月・11月を予定している。
来年度は、もう少し参加者の幅を拡大していく
予定である。

COVID-19の影響・対応など

認知症研修会

５月よりCovit-19も５類へと移行したことにより、様々な状況を見ると、
現地開催だけでなくハイブリッドで対応してる研修も散見されます。当士
会においても研修会においては、ハイブリットで進めていますが、12月行
われる東海北陸学会では現地開催で進めていくととなっています。今後の
参加状況や県士会員の意見を聞きながら開催方法を模索して行く予定であ
る。

現在、士会から「認知症の人と家族の会 岐阜支部」へ協賛することに
よって、「つどい」「カフェ」などに、投資界からの派遣などを参入して
いけるように検討中である。

認知症の人と家族の会との連携事業


